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 要  旨 





 ケーススタディの結果，要求定義工程では KAOS のほうがより効果的に要求を抽出でき，設計
工程では UML のほうがシステム内部の構成・構造をより効果的かつ具体的に詳細化できること
確認した． 
 その結果，KAOS でモデル化した要求定義をできるだけ忠実に UML モデルに反映させること
が，要求定義工程と設計工程をシームレスに接続できるひとつの解であると考察した．さらにモ
デル要素の対応関係を見てみると，KAOS のオブジェクトモデルおよび操作モデルのモデル要素






持たせることと，各階層は AND/OR の定型の基本洗練パターン単位にモデル化することの 2 つ
が重要である．次にこのゴールモデルを操作モデルに変換する．この時，ゴールモデルの階層構
造をそのまま操作モデルに引継ぎ，基本洗練パターン単位で変換する．最後に，操作モデルの階
層構造と基本洗練パターンをそのままユースケース図へと引き継ぎ変換する． 
 直接作成したユースケース図と本手法により変換したユースケース図を比較・評価した実験の
結果，この手法の有効性を確認できた． 
 
 
